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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、新興国経済の成長鈍化による景気下振れリスク、英国のＥＵ

離脱問題等により一部では先行きが不透明な状況が見られましたが、日本政府によるデフレ脱却を目指した財政政

策の効果等により設備投資の持ち直しや雇用の改善がみられ、企業業績は緩やかではありますが回復基調が続きま

した。 

そのような中、当社グループが属する不動産市場では、価格の高騰により契約率の減少がみられ、供給戸数は

前年対比で減少を続けておりますが、日本銀行のマイナス金利政策による住宅ローン金利の低下等の影響もあり、

東京都心部及び首都圏郊外の需要は底堅く推移しております。 

 

①セグメント別の業績 

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、前

年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

当社グループの平成29年３月期第２四半期連結累計期間において、不動産販売事業については、新築分譲マンシ

ョン事業、戸建分譲事業により、当事業売上高は22,296百万円（前年同四半期比8.5％増）となっております。 

不動産賃貸事業については、アパート、マンション及びオフィス等の賃貸収入により、当事業売上高は2,470百

万円（前年同四半期比17.2％増）となっております。 

不動産管理事業については、管理戸数42,497戸からの管理収入により、当事業売上高は1,814百万円（前年同四

半期比9.2％増）となっております。 

発電事業については、稼働済み10施設の売却収入、その他発電施設の売電収入により、当事業売上高は9,194百

万円（前年同四半期比2,043.0％増）となっております。 

その他事業については、建設の請負、大規模修繕工事の受注等により、当事業売上高は1,344百万円（前年同四

半期比25.2％減）となっております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高37,120百万円（前年同四半期比39.9％増）、営業利益

2,994百万円（前年同四半期比65.2％増）、経常利益2,457百万円（前年同四半期比68.1％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益1,549百万円（前年同四半期比77.0％増）となっております。 

 

②契約進捗状況 

当第２四半期連結累計期間の販売実績については、通期引渡予定戸数1,600戸に対し、1,269戸の契約がなされ、

進捗率は79.3％となっております。 

 

（新築分譲マンションにおける契約状況表） 

 
当期引渡 

予定戸数 

当期引渡予定 

内契約戸数 

契約進捗率 

（％） 

契約戸数 

4月～9月 

前 期 1,452 1,250 86.1 650 

当 期 1,600 1,269 79.3 670 

 

（２）財政状態に関する説明 

 資産、負債及び純資産の状況

 当社グループの当第２四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は、支払手形の決済に伴う現金及び

預金の減少等により、総資産は128,325百万円と前連結会計年度末に比べ1,418百万円減少しております。 

 

（流動資産） 

 支払手形の決済に伴う現金及び預金の減少等により、流動資産は73,085百万円と前連結会計年度末に比べ2,668

百万円減少しております。 

 

（固定資産） 

 事業用資産を購入した事等により、固定資産は55,173百万円と前連結会計年度末に比べ1,228百万円増加してお

ります。 
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（流動負債） 

 支払手形の減少等により、流動負債は41,676百万円と前連結会計年度末に比べ1,183百万円減少しております。 

 

（固定負債） 

 新規仕入に伴う借入金の増加等により、固定負債は53,560百万円と前連結会計年度末に比べ353百万円増加して

おります。 

 

（純資産） 

 剰余金の配当及び自己株式の取得額が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上額を上回った事等により、純資

産の合計は33,088百万円と前連結会計年度末に比べ588百万円減少しております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成28年５月９日公表の通期予想と変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 28,515 19,878 

受取手形及び売掛金 963 881 

販売用不動産 4,073 6,181 

仕掛販売用不動産 36,134 41,081 

未成工事支出金 116 308 

その他 5,987 4,774 

貸倒引当金 △38 △20 

流動資産合計 75,753 73,085 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 11,209 12,588 

土地 24,750 24,353 

その他（純額） 13,277 12,909 

有形固定資産合計 49,237 49,851 

無形固定資産    

のれん 1,006 947 

その他 505 491 

無形固定資産合計 1,512 1,439 

投資その他の資産    

その他 3,218 3,891 

貸倒引当金 △22 △9 

投資その他の資産合計 3,195 3,881 

固定資産合計 53,945 55,173 

繰延資産 45 67 

資産合計 129,744 128,325 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 12,037 2,012 

短期借入金 7,412 14,228 

1年内返済予定の長期借入金 12,410 15,975 

未払法人税等 1,113 2,073 

引当金 628 665 

その他 9,256 6,721 

流動負債合計 42,859 41,676 

固定負債    

長期借入金 50,147 50,434 

社債 200 200 

引当金 32 34 

退職給付に係る負債 307 346 

その他 2,519 2,545 

固定負債合計 53,207 53,560 

負債合計 96,066 95,237 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,819 4,819 

資本剰余金 4,817 4,943 

利益剰余金 29,011 29,570 

自己株式 △5,100 △6,437 

株主資本合計 33,548 32,895 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △11 17 

その他の包括利益累計額合計 △11 17 

新株予約権 140 175 

純資産合計 33,677 33,088 

負債純資産合計 129,744 128,325 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 26,536 37,120 

売上原価 19,980 28,431 

売上総利益 6,555 8,689 

販売費及び一般管理費 4,743 5,694 

営業利益 1,812 2,994 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 2 3 

受取手数料 27 34 

持分法による投資利益 72 － 

雑収入 34 18 

営業外収益合計 138 58 

営業外費用    

支払利息 463 512 

持分法による投資損失 － 62 

雑損失 25 20 

営業外費用合計 489 595 

経常利益 1,461 2,457 

特別損失    

工事補償損失 102 － 

特別損失合計 102 － 

税金等調整前四半期純利益 1,359 2,457 

法人税、住民税及び事業税 483 1,966 

法人税等調整額 1 △1,058 

法人税等合計 484 908 

四半期純利益 875 1,549 

親会社株主に帰属する四半期純利益 875 1,549 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 875 1,549 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 8 28 

その他の包括利益合計 8 28 

四半期包括利益 883 1,577 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 883 1,577 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、当第２四半期連結累計期間において、平成28年５月９日開催の取締役会決議に基づき、自己株式を1,467

百万円取得いたしました。

 このほか、ストック・オプションの行使による自己株式の処分が130百万円あった結果、当第２四半期連結会計期

間末における自己株式は6,437百万円となっております。
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